
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ
て
、
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
医
師
身

分
と
し
て
独
特
の
勤
務
体
制
が
要
求
さ
れ
る
た
め
厳
し
い
拘
束
と
制

約
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
様
な
規
定
が

四
丁
と
十
五
丁
の
二
項
目
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
本
亀
鑑
が
何
度
か
追
加
記
録
さ
れ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
福
岡
県
苅
田
町
）

〔
略
歴
〕

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
長
州
藩
領
豊
浦
郡
宇
賀
本
郷
（
現
豊
浦

町
）
の
村
医
の
家
に
生
れ
た
。
名
幾
太
郎
。
字
士
先
・
司
之
。
号
柳

村
・
玄
遠
・
望
洋
館
主
人
。
通
称
修
平
・
秀
平
。

一
二
歳
の
時
、
二
見
（
現
豊
北
町
）
佐
々
木
発
平
に
受
読
。
一
四

歳
の
時
、
萩
に
出
て
松
村
玄
機
に
入
門
、
医
学
を
学
ん
だ
。
さ
ら
に

木
村
藤
太
に
入
門
、
『
小
学
」
を
学
ん
だ
。
一
六
歳
の
時
、
豊
後
国

日
田
の
威
宜
園
に
入
門
、
広
瀬
旭
荘
の
門
に
入
っ
た
。
一
九
歳
の

時
、
父
恵
仲
が
没
し
た
た
め
、
一
時
帰
郷
し
、
古
谷
家
を
嗣
い
だ
。

天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
二
二
歳
の
時
、
大
坂
に
出
て
、
当
時
開

塾
中
の
旭
荘
に
入
門
し
、
居
る
こ
と
四
カ
年
。
二
五
歳
の
春
、
旭
荘

に
随
行
し
て
大
村
に
赴
き
、
師
と
と
も
に
藩
士
ら
に
講
義
し
、
ま
た

広
瀬
旭
荘
門
人
「
古
谷
道
庵
」末

中
哲
夫
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和
蘭
船
に
関
心
を
示
し
、
中
国
事
情
の
風
説
を
聞
い
た
。
二
六
歳
の

五
月
に
、
旭
荘
の
江
戸
行
に
従
い
、
坪
井
信
道
に
關
書
読
解
の
指
導

を
う
け
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
月
、
二
八
歳
の
時
、
呼
び

戻
し
を
う
け
て
帰
郷
し
た
。
の
ち
三
五
歳
の
時
、
半
年
ば
か
り
備
前

国
金
川
の
難
波
抱
節
に
学
ん
だ
。
故
郷
の
地
域
医
療
に
専
念
、
子
弟

の
教
育
に
尽
し
た
。

平
田
篤
胤
・
金
沢
正
志
斎
・
藤
田
東
湖
・
吉
田
松
陰
・
久
坂
玄
瑞

ら
の
著
作
に
触
れ
、
明
治
期
に
は
福
沢
諭
吉
の
著
作
の
ほ
か
、
各
種

新
聞
を
読
む
な
ど
、
時
勢
の
推
移
に
よ
く
注
意
し
た
。
旭
荘
の
い
う

「
活
学
」
の
主
旨
を
深
め
る
努
力
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。

明
治
二
年
（
一
八
七
八
）
五
月
二
十
日
残
。
六
一
歳
。

〔
資
料
〕

○
名
称
『
古
谷
道
庵
日
乗
』
。
豊
浦
町
中
央
公
民
館
保
管
。

○
体
裁
Ａ
５
判
。
一
部
有
罫
紙
を
使
用
す
る
ほ
か
は
白
紙
無
罫
紙

使
用
。
袋
綴
書
冊
形
態
。
道
庵
自
筆
に
よ
る
整
理
番
号
は
巻
－
１
巻

二
五
。
巻
三
七
欠
。
総
丁
数
六
一
八
六
。
漢
文
。

○
内
容
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
四
月
二
十
日
ｌ
明
治
二
年
五

月
十
四
日
。

大
坂
の
旭
荘
の
塾
に
入
門
、
四
カ
年
の
間
に
、
信
任
を
得
て
、
代

〔
面
識
の
あ
る
主
な
人
々
〕

○
大
坂
坂
本
源
之
助
・
頼
新
太
郎
・
小
野
伝
・
相
良
春
栄
・
日
高

凉
台
・
高
良
斎
・
松
村
文
雄
・
日
野
葛
民
・
篠
崎
小
竹
・
後
藤
松

陰
・
間
剛
之
助
。
華
岡
徳
太
郎
・
同
直
蔵
・
僧
体
良
・
岡
村
高
四

郎
・
村
上
代
三
郎
・
吉
田
吉
之
助
・
大
熊
文
叔
。

○
江
戸
坪
井
信
道
・
同
丹
宮
・
伊
東
玄
朴
・
阿
部
沖
庵
・
相
良
文

敬
・
手
塚
謙
蔵
・
黒
川
良
安
・
箕
作
院
甫
・
・
青
木
謙
蔵
・
広
瀬
元

恭
・
鈴
木
春
山
・
林
洞
海
・
川
本
幸
民
・
同
文
治
・
佐
渡
良
益
・
大

島
周
貞
・
梁
川
星
巌
・
塩
谷
良
平
・
松
崎
慌
堂
・
大
槻
盤
渓

○
大
村
朝
川
善
庵
・
宮
川
祐
吉
・
前
川
文
蔵
・
長
与
俊
達
・
井
石

行
、
塾
監
を
つ
と
め
、
京
、
摂
、
南
紀
、
大
村
な
ど
各
地
に
随
行
し

た
記
事
が
多
い
。
旭
荘
の
人
間
像
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

医
学
関
係
で
は
、
安
政
年
間
の
虎
狼
痢
流
行
や
、
郷
里
周
辺
の
痘

瘡
事
情
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

物
価
に
つ
い
て
は
詳
細
を
極
め
、
筏
苓
・
雲
州
人
蓼
、
米
麦
薪

炭
、
帛
綿
布
、
金
銭
価
格
、
楮
幣
価
な
ど
の
高
下
の
状
況
を
記
し
、

幕
府
倒
壊
寸
前
の
地
域
物
価
の
動
向
を
よ
く
把
え
て
い
る
。

開
国
後
の
風
説
に
た
い
す
る
民
衆
の
反
応
ぶ
り
も
詳
し
い
。

（64） 226



甚
吾
平
・
古
川
与
十
・
角
野
純
三
郎
・
三
宅
大
蔵

○
日
田
広
瀬
淡
窓
・
牧
逸
作
・
武
谷
祐
之
。
麻
生
伊
織

〔
参
考
文
献
．
．
『
豊
浦
町
史
』
、
『
豊
北
町
空

『
広
瀬
旭
荘
全
集
』
、
『
淡
窓
全
集
』
ほ
か
〕

『
豊
北
町
史
』
、
『
長
門
市
史
』
、
『
萩
市
史
」
、

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）

は
じ
め
に

『
回
生
録
』
は
、
広
島
県
山
県
郡
大
朝
村
（
現
大
朝
町
）
で
周
辺

村
人
た
ち
の
診
療
に
従
事
し
た
漢
方
医
家
三
代
に
わ
た
る
診
療
録
で

あ
る
。
（
こ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
末
田
が
第
八
九
回
日
本

医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）
。
本
研
究
で
は
、
初
代
・
進
藤
周
岱

に
よ
る
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
文
政
二
年
ま
で
五
年
間
の

診
療
録
を
お
も
な
史
料
と
し
て
も
ち
い
る
。

『
回
生
録
』
は
文
字
ど
お
り
江
戸
時
代
庶
民
の
カ
ル
テ
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
も
貴
重
な
史
料
だ
が
、
診
療
録
と
平
行
し
て
医
師
の
日
記

が
つ
づ
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
っ
そ
う
史
料
的
価
値
が
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
『
回
生
録
』
を
お
も
な
テ
キ
ス
ト
と
し
、

日
記
を
補
完
的
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
病
気
の

『
回
生
録
』
の
研
究
（
１
）

１

昼
田
源
四
郎
、

Ｊ２

末
田

尚
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